
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
受
領

答

弁

第

五

六

八

号

内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
六
八
号

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
岩
國
哲
人
君
提
出
金
融
取
引
に
対
す
る
事
前
お
よ
び
事
後
の
規
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
岩
國
哲
人
君
提
出
金
融
取
引
に
対
す
る
事
前
お
よ
び
事
後
の
規
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
規
制
や
監
督
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
本
年
四
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
金
融
・

世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳
会
合
に
お
い
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
重
要
な
す
べ
て
の
金
融
機
関
、
商
品
及
び
市
場
に
つ

い
て
規
制
及
び
監
督
を
拡
大
す
る
こ
と
等
が
合
意
さ
れ
、
首
脳
宣
言
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
特
化
し
た
規
制
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
利
用
者
保
護
を
図
る
観
点
か
ら
、

既
に
、
金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
上
、
原
則
と
し
て
、
フ
ァ
ン
ド
の
販
売
・
勧
誘
、
運
用
を

行
う
業
者
に
つ
い
て
は
登
録
制
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
一
人
以
上
の
適
格
機
関
投
資
家
及
び
四
十
九
人
以
下
の
一
般
投

資
家
を
相
手
方
と
す
る
等
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
届
出
制
の
対
象
と
す
る
等
、
一
定
の
規
制
及
び
監
督
の
枠
組
み
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
規
制
や
監
督
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
議
論
に
引
き
続
き
積
極
的
に

一



参
画
す
る
と
と
も
に
、
各
国
に
お
け
る
規
制
の
動
向
等
を
見
極
め
つ
つ
、
国
際
的
な
連
携
の
下
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
に
つ
い
て
は
、
そ
の
背
景
に
は
複
合
的
な
要
因
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

金
融
の
安
定
に
責
任
を
有
す
る
関
係
当
局
等
に
よ
る
国
際
的
な
議
論
の
場
で
あ
る
金
融
安
定
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
は
、

今
般
の
世
界
的
な
金
融
危
機
の
要
因
と
し
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
与
信
及
び
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
急
激
な
増
大
、
米
国
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
お
け
る
安
易
な
融
資
、
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
の
不
備
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承

知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
「
司
法
制
度
改
革
推
進
計
画
」
（
平
成
十
四
年
三
月
十
九
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
社
会
の
複
雑
・

多
様
化
、
国
際
化
等
が
よ
り
一
層
進
展
す
る
中
で
、
行
政
改
革
を
始
め
と
す
る
社
会
経
済
の
構
造
改
革
を
進
め
、
明
確
な
ル

ー
ル
と
自
己
責
任
原
則
に
貫
か
れ
た
事
後
監
視
・
救
済
型
社
会
へ
の
転
換
を
図
り
、
自
由
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
し
て
い

二



く
た
め
に
は
、
司
法
の
機
能
を
充
実
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
一
連
の
司
法
制
度
改
革
を
推
進

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

三


